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【研究主題】オンライン授業でコミュニケーション力の向上 

 

【副題】「GIGAスクール構想」で地域・他校とつながる学校！ 

 

 

（学校名） 山口県萩市立佐々並小学校 

（役職・氏名） 校長 舩 木 美 弘 

 

１ 実施に至るまでの経緯 

      

少子化や過疎化が進行する人口減社会を迎える

中、小規模校における教育の充実させていくことは

大きな課題である。本校も、極小規模そして完全複

式学級を抱える学校であり、喫緊の課題となってい

る。小規模校・複式学級においては、教員一人あた

りで受けもつ子どもの人数が少なく、子ども一人ひ

とりに応じたきめ細かな指導ができる。しかし、少

人数であるが故、多様な見方や考え方、感じ方にふ

れ、自らの考えを広げたり深めたりする経験が不足

しがちである。また、限られた交流の中でのコミュ

ニケーション能力の育成には限界がある。確かな学力

を支える思考力・判断力・表現力等を育んでいくため

にも、小規模校・複式学級の子どもたちにも豊かな言

語活動を保障していきたい。 

 

そこで、本校では、平成27年度から平成29年度ま

で、文部科学省指定「人口減少社会におけるICTの活

用による教育の質の維持向上に係る実証事業」の指定

を受け、当時としては最新のシステムであるICT機器

(テレビ会議システム、タブレット端末)を活用して、

本校と隣接である連携校の萩市立明木小学校をつな

ぎ、協同学習・遠隔合同授業を実践してきた。 

さらに、令和２年度からカリキュラムにオンライン

授業を位置づけて本格的に開始し、これまで６校とオ

ンライン授業を実施して効果を上げてきた。昨年度は、

同じ市の見島小学校と隔週で道徳の授業、市内２校や

東広島市の小学校２校と外国語（各６時間）のオンラ

イン授業を実施してきた。また、東広島市教委の支援

を受けて、大阪樟蔭女子大学の教授から指導助言を受

けることができた。 

今後も全校体制で先駆的に実践を重視しながら取り

組むことで、操作・活用する教員のスキルアップと児

童のコミュニケーション力の向上が期待できると考え

ている。また地域の先駆的実践推進のモデル校として、

他地区や他校にも波及していくことも併せて推進して

いきたい。 

「GIGA スクール構想」の取組を見える化するため

にイメージ図を作成した。 

     

 

  

２ 活動内容 

 （１）対象者 全校児童１４名 

         ①１・２年（１人・２人）  

②３・４年（２人・３人） 

 ③５・６年（３人・３人） 

 （２）教 科  全教科  

道徳科、外国語、社会科（生活科）、総合的

な学習の時間が中心 

（３）ねらい 

   小規模校の課題である集団での学習を想定し、

他校や異校種とのオンライン授業を通して、多様

な意見や考え方に触れ、自分の考えを深め表現す

ることができる教育実践のマネジメントを全校体

制で推進していく。 

 （４）活動の特色 

   本校の強みであるＧＩＧＡスクール構想を活用

した「オンライン授業」をフル活用していく。 
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 （５）内容 

 ○オンライン授業（計画的・段階的に実践） 

            （オンライン授業実践校の予定）       

萩市内小学校→山口県内小学校→県外小学校 

→大学→海外日本人学校 

※ 現在、萩市立明木小学校、見島小学校、 

光市立束荷小学校、 

沖縄県宮古島市立狩俣小学校 

北海道稚内市立宗谷小学校 

とオンライン交流や実施が決定している。 

 ○校内研修 

   オンライン授業の計画、授業研究 

研究協議会（講師招聘） 

   オンライン授業運営のためのスキルアップ研修 

 ○校外研修 

   ＧＩＧＡスクール研究会、他校の研修会に参加 

 〇高齢者との交流 

   これまで様々な機会に高齢者との交流を行って

きたが、コロナ禍のため直接会って交流すること

が難しくなった。そこでオンラインを使って双方

向の交流を計画して実施する。 

 

 

３ 期待される成果 

  まだまだ課題が山積みではあるが、先駆的に実

践を積み上げていきながら、振り返りも確実に行

い、小規模校ならではの機動力を活かして、未来

の教育実践システムを構築していきたい。 

【児童にとって】 

・多人数による教育的効果 

(多様な意見、交流への意欲) 

・相手意識の醸成、未知の情報への期待 

・コミュニケーション力の育成 

・低学年期の学習意欲の向上 

・苦手意識(領域)を克服しようとする意欲 

・交流学習(行事)や中学校進学前の人間関係

づくり 

【教員にとって】 

・教員相互の学び合い、授業改善、機器の運

用スキルアップ 

・問題解決的授業への期待 

・児童の未知の様相の発見 

【想定される課題】 

・授業前準備の繁雑さ(時間調整、システム準

備、打合せ、提示資料作成) 

・多人数授業の難しさ 

・音声の聞き取りにくさ 

・子どもの意欲を生かした話し合いの活性化

が必要 

・教員の意思疎通(授業観、授業スタイル)が

必要 

４ これまでの実践事例 

（１） 近隣校とのオンライン授業 

1. 萩市立見島小学校 

 萩市沖になる島の学校である。船で1時

間２０分、全校児童３名の小規模校である。 

昨年度から隔週で道徳科の授業をオンライ

ンで行っている。 

〇授業効果、 

・人数が多くなり多様な意見や考えに触れ 

ることができる。 

     ・二人の担任で支援や評価ができる。 

     ・授業を交代で受け持ち、T2（サブ）の時

は、自分の学級の児童をしっかりと支援

することができる。 

    〇課題 

     ・それぞれの学校行事等があるため、時間

を合わすことが難しい。校時も少し違っ

ていた。 

     ・通信状態や機器調子が悪い時も多く、授

業が中断することも多かった。 

    〇改善 

     ・年度当初にまたは学期が始まる前に、授

業計画を立っておく。できれば日課表を

合わせて固定した時間で行う。 

     ・共通の評価シートやカードを使って学校
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間で比較しながら評価できるようにする。 

     ・通信や機器のトラブル対応も必要なスキ

ルなので、校内研修などでしっかり研修

して対応できるようにしておく。担任一

人でセッティングや対応ができるように

しておく。 

 回を重ねるごとに児童もオンラインに慣れて、相手 

わかりやすく伝えるためには、どの方向を見て、声の 

大きさやスピードも考えながら学習を進めることがで 

きた。聞き漏らさないように、相手の顔を見て集中し 

て聞き取ろうという姿勢が多く見られるようになった。 

    同じ教室にいる雰囲気で授業が進む 

 さらに少人数に分かれて話し合いもできる 

 

② 大学との遠隔コラボ合同学習 

大阪樟蔭女子大学プロデュースの「遠隔コラボ合

同学習」（全６回）を行った。参加校は佐々並小そ

して東広島市の河内（こうち）小、入野（にゅうの）

小であった。大阪樟蔭女子大学教授の兼重 昇先生

の指導で、第６学年英語科授業「Ｍｙ Ｆavorite 

Memory」の授業であった。 

      

     兼重先生が３校を上手に遠隔操作 

  大学生も多数参加し、ミニティーチャーとなる 

      ３校で４０人の規模になった。 

６回目の最終回は、これまで小学校の思い出を振

り返りながら、英文にしたことを発表した。 

 佐々並小は３つ回線を使って、大学生、入野小、

河内小に繋がって（Zoomのブレイクアウトルーム）

発表をしたり聞いたりし、発表を聞いて質問もした。 

 ６回の遠隔コラボ合同学習であったが、兼重先生

や多くの児童、そして大学生と関わることができ、

佐々並小の子ども達にとって大きな刺激になった。      

今後も計画的に実施していく予定なので、振り返
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りをしっかりと行い、まだまだたくさんある可能性

を引き出せるように、オンライン授業を進めていき

たい。山口県教委、萩市教委、やまぐち総合教育支

援センターから指導主事が参観され、意見をたくさ

んいただいた。 

 このような素晴らしい機会を与えていただいた

兼重先生と声をかけていただいた東広島市教委の

方々のおかげである。 

③ 遠い学校とのオンライン交流や授業 

 沖縄県宮古島市立狩俣小学校とオンラインの交

流が始まった。縁があって「海に囲まれた島の小学

校」と「山と川に囲まれた山里の小学校」が出会う

ことができた。

1,200km も離れて

いるが、オンライン

を通してお互いの

よさを伝え、そして

新しい発見がたく

さんあるすてきな

交流になることが

期待できる。 

 沖縄舞踊の「エイサー」が披露あった。本物！ 

 

モニター

に活動の

様子がリ

アルタイ

ムに映し

出される。 

 

 １・２年生は、自己紹介や学習クイズをして楽し

んだ。狩俣小学校の児童もとても元気いっぱいでな

姿が印象に残った。お互いの児童が出会いを喜び、

早くまたやりたいという声が多く聞かれた。 

 今後、北海道稚内市立宗谷小学校ともオンライン

交流や授業を実施する予定である。狩俣小・佐々並

小・宗谷小の２８００kmの交流が楽しみである 

④ オンライン授業で複式解消 

３・４年生での光市立束荷小学校とのオンライン

授業国語の授業では、本来は複式授業で一人の担任

が各学年を交互に指導しているが、２校をオンライ

ンでつなぐことで、２校の２人の担任が学年に分か

れて同じ学年の児童での授業を行った。複式解消、

担任が常時関わる単式授業にチャレンジした。画面

が小さい、声が聞き取りにくいなどの課題もあった

が、改善しながら今後も取り組んでいきたい。 

５ 今後のビジョン 

 「オンライン授業」を本校の強みとして、積極的に

実践している。各教室にオンライン用パソコン、大型

専用カメラ、可動式集音マイクを常備して、いつでも

すぐにオンラインができるようにしている。また、そ

れらを担任一人で操作でき、通信や機器のトラブルに

ついても、実践的な校内研修をしっかりと行って迅速

に対応できるスキルアップをめざしている。 

 オンラインは相手のある活動なので、かかわる教員

が円滑につながるための交渉力も必要である。教育課

程や学習形態、時間調整など始める前に調整しておか

ないといけないことがたくさんある。また交流校の選

定や手続き、計画的な通信機器や環境整備は管理職の

役目である。しっかりと教職員をサポートしていきた

い。 

 最先端のICT機器で個別先的な学習が進み、コミュ

ニケーション力を向上させるオンライン授業が持続可

能な取組になるように、先進的な視点をもちながら全

校体制で進めていきたい。  


